
事業向けごみに関する

アンケート調査の結果

令和元年 12 月

常滑市



調査概要



１ 調査の目的

本調査は、令和元年度に⾏う『常滑市ごみ減量化推進計画 2017』の中

間⾒直しに向けた情報収集及び今後の事業系ごみの減量に向けた取組施

策の参考にするため実施いたしました。

２ 調査の方法と配布回収数

■調査の方法

■配布回収数

３ 報告書の見方

■回答結果の割合「％」は、その設問に対しての回答者数に対して、それ

ぞれの回答数の割合を小数点第１位で四捨五入しております。

■回答結果の割合で０.5％未満は０％と表記されます。

調査地域 常滑市全域

調査対象者 とこなめ商工会議所会員 1,123 社

調査期間 令和元年８⽉ 15 ⽇（⽊）から９⽉２⽇（⽉）まで

調査方法 とこなめ商工会議所だより８⽉号に折込・ＦＡＸで回収

配布数 回収数 回収率

1,123 社 60 社 5.3％



調査結果



問１ 事業所形態は何ですか。

製造業が 32％と最も多く、その他小売店が 18％と次に多かったです。

問２ 事業活動で発生したごみはどのように処理していますか。

廃棄物収集運搬業者と契約が 55％と最も多く、ピンク色のごみ袋に入れ

て家庭ごみとして出すが 24％と次に多かったです。
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回答　60社 

１．飲食店　4社

２．飲食料品を取扱う小売店　4社

３．その他小売店　11社

４．事業所、営業所　4社

５．理容・美容・クリーニング店　0社

６．医療機関　1社

７．福祉施設、介護施設　2社

８．工務店　3社

９．工場、作業所　1社

10．学習施設　0社

11．金融業、保険業　0社

12．製造業　19社

13．その他　11社
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　回答　58社

1．廃棄物収集運搬業者と契約  32社

２．ピンク色のごみ袋に入れて家庭ごみとして　14社

３．クリーンセンター常武持ち込み　7社

４．本社や本店が一括して管理　３社

５．その他　2社



問３ 契約の料金体系を教えてください。

ごみの処理は重量制で契約をしている方は 46％と最も多く、定額制で契

約をしている方が 39％と次に多かったです。

問４4 事業系ごみは集積場に出してはいけないことは知っていましたか。

知らなかった方と知っていたが事業系ごみとしてまとめるほどのごみ

量がない方が共に 36％と最も多かったです。
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 回答　54社

１．知らなかった　5社

２．知っていたが、事業系ごみとして
　まとめるほどのごみ量がない　5社

３．知っていたが、家庭系ごみと分ける

　のが難しいので一緒に捨てている　3社

４．その他　1社
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　回答 32社

１．定額制　13社

２．重量制　15社

３．袋制　2社

４．その他　2社



問５ 令和４年４月から、ごみ処理施設は「クリーンセンター常武」から新

たに武豊町字一号地地内に建設される「知多南部広域環境センター」に移行

いたします。

知っていた方が 47％、知らなかった方が 53％でした。
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回答　49社

１．知っていた　23社

２．知らなかった　26社


